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問1 あるタンパク質をコードする遺伝子において、翻訳開始コドンから数えて100番目のコドンが、突然変異により終止コドンに
変化した。この変異によって合成されるタンパク質のアミノ酸数として、最も適切なものはどれか。なお、開始コドンはアミ
ノ酸を1つ指定するものとする。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  101個 2.  100個 3.  99個 4.  300個

問2 植物細胞からDNAを抽出する実験操作に関する記述として、最も適切なものを次から一つ選べ。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  DNAは細胞質基質にのみ存在
するため、核を破壊する必要はな
い。

2.  細胞壁を破壊するために、物理
的な破砕や界面活性剤を用いる必
要がある。

3.  葉緑体やミトコンドリアには
DNAが含まれないため、抽出操作
で考慮する必要はない。

4.  液胞はDNAを大量に含んでい
るため、抽出の主対象となる。

問3 DNAを抽出する実験において、材料として最も適しているものを次の中から一つ選べ。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  ニワトリの卵白 2.  植物の成熟した葉のクチクラ層 3.  成熟した赤血球（哺乳類） 4.  ニワトリの肝臓

問4 同一個体内の異なる組織や器官から抽出した細胞について、保持されているDNAの遺伝情報に関する記述として最も適当なも
のはどれか。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  個体内のすべての細胞は、基本
的に同一のDNAを保持している。

2.  神経細胞と筋肉細胞では、保持
しているDNAの塩基配列が大きく
異なる。

3.  分化した細胞では、不要になっ
た遺伝子がDNAから完全に除去さ
れている。

4.  細胞の種類によって、DNAに
含まれる遺伝情報の種類が大きく
異なる。

問5 細胞周期において、タンパク質Xは分裂終了直後に発現を開始しDNA複製中に減少する。タンパク質YはDNA複製開始とともに
発現し分裂終了直後に減少する。このとき、タンパク質Xのみが発現し、タンパク質Yが発現していない状態の細胞が示す時期
として最も適切なものはどれか。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  G2期 2.  S期 3.  G1期 4.  M期

問6 遺伝情報の発現過程において、DNAの塩基配列を写し取ったmRNAを鋳型として、アミノ酸が結合しタンパク質が合成される
過程を何と呼ぶか。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  転写 2.  翻訳 3.  複製 4.  逆転写

問7 ある生物の個体において、肝臓の細胞と皮膚の細胞を比較した際、両者の間で共通しているものとして最も適切なものはどれ
か。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  細胞の形状および細胞小器官の
構成比

2.  細胞質内に存在するRNAの全
種類と量

3.  発現しているタンパク質の全種
類

4.  保持しているDNAの全塩基配
列

問8 試験管内で転写と翻訳を行い、特定のタンパク質を合成する実験系において、翻訳の鋳型となるmRNAを分解する酵素を添加
した場合、どのような結果が得られるか。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  タンパク質は合成されず、緑色
の光は確認されない

2.  タンパク質が合成され、緑色の
光が確認される

3.  転写が促進され、タンパク質の
合成量が増加する

4.  DNAが分解され、転写が停止
する

問9 単細胞生物が細胞分裂によって2個体に増殖する際、生じた2個体の遺伝子情報について最も適切な説明はどれか。 （2024年　全国公

立入試　類似）

1.  2個体のゲノムに含まれるアデ
ニンとグアニンの数は常に等し
い。

2.  2個体の遺伝子の種類と配列
は、原則として同一である。

3.  2個体の遺伝子情報は、分裂の
過程で半分に減少する。

4.  2個体の一方は親のゲノムを持
ち、他方は変異したゲノムを持
つ。

問10 遺伝子の本体に関する研究の歴史において、染色体がDNAとタンパク質から構成されているという知見に基づき、遺伝子の本
体がDNAであることを強く示唆した根拠として最も適切なものはどれか。 （2018年　全国公立入試　類似）

1.  染色体内の炭水化物がエネルギ
ー源として利用されること

2.  タンパク質が細胞膜の構成成分
として主要な役割を果たすこと

3.  DNAが遺伝情報を保持する化
学的安定性と複製能を持つこと

4.  小胞体がタンパク質の合成と輸
送に関与していること


